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＜病棟連絡事項＞
・感染症隔絶対応中にて、オンライン面会の場所を診察室へ変更しています。
・1/7（木）皮膚科診察は、南山苑にて指示受けを行ってください。患者様の診察はありません。
＜患者様連絡事項＞
・大脇　ユミ様～家族より主治医面談の希望あり、主治医へ報告。1/7（木）13：30～内科診察室にて行う事となる。
・立花　圭様～青山荘体験利用延期に関し、再調整の連絡あり。1/16（土）9：30～1/17（日）9：00まで。寝具は青山荘にて保管し、料金の追加無し。
・佐藤　ミツ子様～精神症状落ち着き食事も摂れている為、本日で点滴終了となる。1/6（水）～リスペリドン内用液1mg1日3回毎食後が追加処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。ホール手洗い場にて手酌で飲水する事、頻回。介入するも滅裂な返答をされている。粗暴性は無いが、気分高揚している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察時には他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為頻回であり、予定より早くに開放観察終了している。不穏・興奮・自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。腰痛訴え、ロキソプロフェンNa（60）服用している。スタッフへの不満を訴え苛々している様子あるが、衝動行為はなく経過。
15時～16時の開放観察実施。過去の事を話しスタッフへの暴言聞かれるが、自室へ戻ると落ち着き見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・荒屋　拓行様～終日隔離中。各食全量摂取されている。与薬時には拒否的言動・態度見られるも問題無く服薬されている。衝動行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・山地　広人様～身体拘束中。各食、スタッフ見守りの下、自力で全量摂取されている。口調落ち着いており、不穏・興奮見られない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～9:20来詰され「落ち着かない」と話し不穏時継続指示レボトミン(25)1T服薬されている。日課以外の時間は臥床傾向にあり、表情冴え無く活気無いが、自傷行為仄めかす言動無く、情動安定している。
・塚田　洋子様～隔絶対応中。発熱無く、その他のバイタルサインも異常無いが、四肢冷感顕著であり自発的発語も少ない。断続的に唸り声聞かれ、疼痛の訴えもある。指示の点滴トラブル無く施行中。
・北村　イウ子様～隔絶対応中。各食介助にて1/3～2/3摂取出来ている。飲み込みに時間要しており、飲水時にはむせ込みもある。発熱無く、その他のバイタルサインも異常無い。指示の点滴トラブル無く施行中。
＜馬渡Ｄｒ.診察情報＞
・高山　勘吉様～臨時薬のロラゼパムは朝食後から夕食後へ変更となっている。
他は同内容で7日分処方となる。
・中村　留理子様～面談日について主治医へ確認している。1/7(木)15:30以降か
1/19(火)診察時間であればどちらでも可能とのことだが、診察
日の方が都合良いとのこと。
・河津　繁吉様～退院日調整時、PSWも同席させ、退院後のサービスも含めて調整する
よう指示あり。臨時薬は同内容で処方となる。
・丸尾　貴史様～臨時薬はベルソムラ追加、ブロナンセリン8mg→4mgへ減量とな
り、７日分処方となる。
・宮崎　宏之様～臨時薬はレボトミン（25）4錠から5錠へ増量（2-2-1-0）となっている。他は同内容で7日分処方となる。
・古内　久雄様～夕食後薬のトラゾドン（25）は3錠から4錠へ増量となっている。他は同内容で7日分処方となる。
・板橋　イマ様～臨時薬メマンチンは15mg→20mgへ増量となっている。他は同内容で7日分処方となる。
・丹崎　禮子様～臨時薬メマンチンは15mg→20mgへ増量となっている。他は同内容で7日分処方となる。

・名久井　ユリ様～臨時薬はベルソムラ（15）追加。他は同内容で7日分処方となる。
